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持 続 的 な 、
社 会 と世 界 を。
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わたしたち農林水産省は、

生命を支える「食」と安心して暮らせる「環境」を

未来の子どもたちに継承していくことを使命として、

常に国民の期待を正面から受けとめ

時代の変化を見通して政策を提案し、

その実現に向けて全力で行動します。

VISION STATEMENT ｜ ビジョン・ステートメント
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今を生きるあなたは、未来に何を残したいですか。

誰もが必要なモノにアクセスでき、夢に挑戦できる社会、
人と自然が調和し、安心して暮らせる世界など
それぞれ、理想の未来像があるのではないでしょうか。

しかし、日本の津々浦々で深刻化している人口減少や過疎化、
先の読めない国際情勢、地球環境の変化など、
今、社会と世界は激動の中にあります。

国家の使命として、国民を飢えさせるわけには、絶対にいかない。
生命のゆりかごになっている農山漁村や憩いある原風景を、
国民共通の財産として、次世代に継承しなければならない。

こうした使命感の下、人を育て、生きる力を与え、
社会と世界を動かす原動力となる「食」と「環境」を
未来に繋ぐことが我々のミッションです。

あるときは日本のムラで、あるときは異国の会議場で、
たくさんの価値観に囲まれながらも、
誰も解いたことのない難題に正面から向き合えるあなたと一緒に
創り上げるのを楽しみにしています。
「持続的な、社会と世界を。」

持 続 的 な 、
社 会 と世 界 を。



環境・技術政策
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地域振興

美しい景観・伝統的な食・古民家といった地域の宝を磨き上げ、関係人口を創出

し、農山漁村を振興しています。あわせて、世界に誇る和食文化を核とした地域の

活性化にも取り組んでいます。また、農林水産業の競争力を高め、農山漁村を災害

から守るため、農地やダム・ため池、森林、漁港といったインフラの整備、保全管

理を進めています。

＃関係人口　＃農泊　＃ジビエ　＃農福連携　＃食文化　＃農業遺産　＃都市農業
＃インフラ　＃農業農村整備　＃国土強靱化　＃治山　＃漁港

事例は P12

消費・安全

国民の健康を守るため、「食」の安全を確保し、消費者が「食」に対する信頼感

を持てるような政策の企画・実行を行っています。消費者の視点に立った政策や

食品表示の適正化、食と農林水産業への理解を深めるための食育やリスクコ

ミュニケーションなども推進しています。

＃食品安全　＃ゲノム編集　＃食品表示　＃動物検疫　＃植物防疫　＃CIQ
＃鳥インフルエンザ　＃豚熱　＃BSE対策　＃食育　＃消費者行政

森林・林業政策

利用期を迎えている森林資源を活用しながら、豊かな森林を次代に継承するた

め、ビルや学校校舎への木材利用の促進や、木材を運び出す林道の整備により、

森林資源の循環利用を進めています。また、国民的な社会問題となっている花粉

症を解決するため、花粉の発生源となるスギを減らすことに取り組んでいます。

＃木づかい　＃木質バイオマス　＃クリーンウッド　＃カーボンニュートラル
＃スマート林業　＃花粉症対策　＃里山　＃森林環境税・森林環境譲与税

水産政策

近年顕在化してきた地球規模の海洋環境の変化に対応しつつ、水産資源を持続的

に利用しながら水産業の成長産業化を実現するため、科学的な資源管理の推進、水

産物の消費拡大や輸出促進、スマート水産業等の新技術の開発・普及等の施策のほ

か、水産資源に関する国際交渉をリーダーシップを持って進めています。

＃水産資源管理　＃さかなの日　＃スマート水産業　＃漁業交渉　＃海業
＃漁港漁場整備　＃ブルーカーボン　＃養殖業成長産業化
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食料安全保障

食料安全保障は、国家の最も重要な責務の一つです。その責務を果たすため、国

内の農業生産の増大を図ることを基本とし、これと併せて安定的な輸入及び備蓄

の確保を図ることとしています。平時から農業の持続的な発展を図ることで国内

の生産基盤を強化し、輸入依存度の高い肥料の国産代替資源への転換や資源外

交を展開するとともに、不測時の体制整備等についても検討しています。

＃食料安全保障　＃国際交渉　＃国際協力　＃肥料高騰　
＃資源外交　＃輸入　＃備蓄　＃ニッポンフードシフト　＃地域計画　
＃収入保険　＃農地バンク

事例は

keyword

keyword

keyword

keyword

keyword

keyword

keyword

環境・技術政策

持続可能な農林水産業・食品産業への転換や農業者が減少する中でも食料生産の

維持・増大を図るため、「みどりの食料システム戦略」に基づく環境負荷低減の取

組やAI・ドローン等のスマート技術の社会実装に挑戦しています。また、カーボン

ニュートラルに向けた森林資源の循環利用、海洋環境の変化に対応した持続性の

ある水産業への変革に取り組んでいます。

＃みどりの食料システム戦略　＃技術開発　＃産学官連携　＃新品種開発　＃ゲノム編集
＃スマート農業　＃デジタル　＃カーボンクレジット　＃カーボンニュートラル
＃再生可能エネルギー　＃バイオマス　＃環境保全型農業　＃気候変動　＃適応策
＃緩和策　＃生物多様性

事例は
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産業振興

食料を安定的に供給し、また地域経済を成長させるためには、農林水産業・食品

産業を発展させることが必要不可欠です。その実現に向けて、各品目（米、野菜、

果樹、肉、乳製品、水産物等）ごとの振興を図りながら、農林水産物・食品の輸出

促進と国際交渉により海外マーケットを獲得し、さらにフードテックなどの新事業

の創出にも取り組んでいます。

＃地域経済活性化　＃和牛　＃牛乳　＃輸出　＃国際交渉　＃市場開拓
＃知的財産　＃新事業創出　＃フードテック　＃環境保全型農業　＃有機農業

事例は P10

　食と環境に関わる
 幅広いフィールドで
　　　農林水産省は、食料の安定供給、農林水産業・食品産業の発展、
　　食の安全確保、農山漁村の活性化、農林水産物・食品の輸出促進、
　森林・林業政策や水産政策の推進・実行など、幅広い政策を担っています。
「食」と「環境」を核として、フィールドは地方から国際まで幅広く広がっています。

policy 主な政策一覧

事例は



食料の安定供給の確保のために、小麦や大豆、飼料作物など、海外依存度の高い

品目の国内生産拡大を推進するなどの構造転換を進めています。その上で、国内

生産で需要を満たせない食料については、輸入相手国への投資の促進、輸入国の

多元化、官民による輸入相手国との連携強化等の安定的な輸入の確保を図る施策

を講じるとともに、米・小麦等の備蓄を行っています。また、農業生産に必要不可欠

でありながら、輸入に大きく依存する肥料については、国産代替資源への転換、調

達先国との資源外交の展開、肥料原料の備蓄体制の強化を進めています。

食料安全保障は、国家の最も重要な責務の一つです。その責務を果たすため、国内の農業生産の増大を図るこ

とを基本とし、これと併せて安定的な輸入及び備蓄の確保を図ることとしています。平時から農業の持続的な発

展を図ることで国内の生産基盤を強化し、輸入依存度の高い肥料の国産代替資源への転換や資源外交を展開

するとともに、不測時の体制整備等についても検討しています。

食料安全保障の確保は、
農林水産省が担う
最重要ミッションです。
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PROJECT 01 食料安全保障

SOLUTION 食料の安定供給の確保

人口減少や地球環境の変化の中でも、安定的な食料生産を確保するために、農業

の持続的な発展に挑んでいます。担い手と農地を確保し、将来の姿を示した地域

計画に基づき、農地バンクを通じた担い手への農地の集積・集約化を進め、担い手

に対する融資・税制などの重点的な支援を実施することで、生産性向上を図ってい

ます。また、天候や自然災害等のリスクには収入保険等で万全に備え、家畜伝染病

や病害虫のリスクに対しては、動植物検疫の体制を構築して対応しています。

SOLUTION 農業の持続的な発展

SOLUTION 不測時の食料安全保障の確保

世界的な人口増加に伴い食料需要が増加することが予測される中で、異常気象の

頻発化や地政学的リスクの高まりなど食料供給を不安定化させるリスクが世界的

に高まっています。これに対応するため、平時から国内外の情報収集を行いつつ、

不測の事態の兆候が見られる場合には、内閣総理大臣をトップとする政府対策本

部を立ち上げ、食料の出荷・販売の調整、輸入・生産の促進の措置を実施できるよ

うにすること等を内容とする制度の構築を検討しています。
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肥料の輸入依存：
農作物の生産に肥料は必要不可欠である一方で、輸入依存度が高
く、半導体素子やレアアース等と並び経済安全保障推進法上の特定
重要物資として指定されている。

地域計画：
次の10年間、誰が農業を担うのかを一つ一つの農地ごとに定めた
目標地図をはじめ、話合いに基づき地域の農業の将来像を定めた
計画。

食料安全保障：
良質な食料が合理的な価格で安定的に供給され、かつ、国民一人一
人がこれを入手できる状態のこと。



我が国の食料・農林水産業は、大規模自然災害・地球温暖化、生産者の減少等の

生産基盤の脆弱化・地域コミュニティの衰退などの政策課題に直面しています。

将来にわたって食料の安定供給を図るためには、災害や温暖化に強く、生産者の

減少等も見据えた農林水産行政を推進していく必要があり、そのため、持続可能

な食料システムの構築に向け、「みどりの食料システム戦略」を策定し、中長期的

な観点から、調達、生産、加工・流通、消費の各段階の取組と環境負荷低減のイノ

ベーションを推進しています。

持続可能な農林水産業・食品産業への転換や農業者が減少する中でも食料生産の維持・増大を図るため、

「みどりの食料システム戦略」に基づく環境負荷の低減の取組やAI・ドローン等のスマート技術の社会実装に挑

戦しています。また、カーボンニュートラルに向けた森林資源の循環利用、海洋環境の変化に対応した持続性の

ある水産業への変革に取り組んでいます。

技術による環境との調和は、
農林水産省が担う
最重要ミッションです。

PR
O

JE
C

T 
02

   
   

En
vi

ro
nm

en
t &

 T
ec

hn
ol

og
y

PRO
JEC

T 02     Environm
ent & Technology

PROJECT 02 環境・技術政策

SOLUTION 生産力向上と持続性の両立をイノベーションで

2050年カーボンニュートラルの実現に向け、森林資源の循環利用や再造林等

の推進に向けたイノベーションの創出に挑戦しています。森林は我が国のCO₂

の吸収源の大部分を占めていることから、木を伐採し、木材を建築物などに利用

し、その跡地にも適切に木を植え、育てる「伐って、使って、植えて、育てる」のサ

イクルを保つことで、大気中の炭素を木に蓄えさせ、地球温暖化からの脱却を目

指します。

SOLUTION 森林資源を活用したカーボンニュートラルの実現

SOLUTION 海洋環境の変化に対応した持続性のある水産業へ

我が国は四方を海で囲まれ、豊かな水産資源に恵まれてきましたが、近年、イカ、

サンマ、サケといった水産資源の不漁が長期化するなど、地球温暖化等による地

球規模の海洋環境の変化に直面しています。こうした中、科学的な資源の評価に

基づく水産資源管理を行うとともに、スマート技術を活用した漁業・養殖業の推

進、藻場・干潟の保全や創造による漁港・漁村のグリーン化等の取組を行い、持

続性のある水産業の成長産業化の実現を推進しています。
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みどりの食料システム戦略：
生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現するため、例えば
有機農業の取組面積を25％に拡大するなど、2050年までに目指す姿
と取組方向を定めている戦略。

P O I N TP O I N TP O I N TP O I N T

カーボンニュートラル：
温室効果ガスの「排出量」から、森林管理などによる「吸収量」を差し
引き、合計を実質的にゼロにすること。森林・林業政策では、人工林
の再造林や木材利用の拡大等に取り組んでいる。

P O I N TP O I N TP O I N TP O I N T

水産資源管理：
水産資源を持続的なものとするため、科学的な資源調査・評価を踏
まえて漁獲可能な量をコントロールし、資源量の水準を維持し、又は
回復させること。

P O I N TP O I N TP O I N TP O I N T



食料を安定的に供給し、また地域経済を成長させるためには、農林水産業・食品産業を発展させることが必要

不可欠です。その実現に向けて、各品目（米、野菜、果樹、肉、乳製品、水産物等）ごとの振興を図りながら、農林

水産物・食品の輸出促進と国際交渉により海外マーケットを獲得し、さらにフードテックなどの新事業の創出に

も取り組んでいます。

農林水産業・食品産業の強化は、
農林水産省が担う
最重要ミッションです。
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PROJECT 03 産業振興
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2030年に農林水産物・食品の輸出額を５兆円にするという目標の達成に向けて、海外

での販売力強化、輸出産地の育成・展開、放射性物質に係る輸入規制の緩和・撤廃や

動植物検疫条件の交渉等に取り組んでいます。あわせて、地理的表示（GI）の相互保

護や優れた日本の品種の海外流出防止など、日本の強みを守り生かすための知的財

産の保護・活用に取り組んでいます。また、日本産農林水産物・食品のマーケットの拡

大のためにも、EPA、WTO等の貿易交渉を行うとともに、G7、G20等の国際会議等で

は、今後の農業・食料のあり方などの国際的なルールメイキングに参画しています。

SOLUTION 世界のマーケットを狙った輸出促進・国際交渉

輸出促進に取り組む理由：
縮小する国内市場だけでなく、人口増加や経済成長により拡大見込
みの海外市場も獲得することで、農林水産業の収益向上・成長産業
化を推進し、国内の食料生産基盤を維持するために取り組んでいる。

P O I N T

食に関する課題を解決する様々なフードテックが国内外で勃興しています。世界の

人口増に伴う食料増産と食料生産による環境負荷の低減といった相反する要求を

両立する技術や、高齢者など食に制約のある者も食を楽しめる「食のバリアフ

リー」を実現する技術など、その可能性は無限に広がっています。日本発のフード

テックで世界をリードするために、スタートアップをはじめとした優れた技術と意

欲的な構想を持つ事業者の支援に奮闘しています。

SOLUTION 日本発フードテックの創出

フードテック：
農林水産業・食品産業の発展や食料安全保障の強化に資する新興
技術のこと。配膳・調理ロボット、陸上養殖、培養肉、植物工場や3D
フードプリンター等が代表的なもの。

P O I N T

SOLUTION 新たな畜産・酪農の展開に向けた構造転換

近年の新型コロナウイルス感染症の感染拡大、国際情勢の変化、円安等の影響により畜

産・酪農の経営環境は厳しさを増しており、外部環境の変化にも柔軟に対応できる経営

構造への転換を図っていくことが急務となっています。具体的には、「みどりの食料シス

テム戦略」をはじめとする環境対策も含め、持続的な生産、生産資材の利用低減・過度

な輸入依存からの代替・転換を進める観点から、耕畜連携による国産飼料の生産拡大、

長命連産性に優れた乳用牛群への転換、多様な消費者ニーズに対応した牛肉生産、ス

マート技術の活用や人材育成、アニマルウェルフェアの普及等に取り組んでいます。

耕畜連携：
地域において、海外への依存度が高い飼料について、国内の耕種農
家の生産した国産飼料を畜産農家が利用し、家畜排せつ物に由来す
る堆肥を農地に還元する取組のこと。

P O I N T



農山漁村には、農林水産物に加え、地域固有の文化・歴史や森林、景観など、多様

な地域資源があります。それらを活用し、組み合わせ、農林漁業者のみならず、地

元の企業なども含めた多様な主体の参画によって新たな付加価値の創出を図る

「農山漁村発イノベーション」に取り組んでいます。これにより、農山漁村における

雇用・所得が創出されるとともに、地域外から地域や地域の人々と多様に関わる

「関係人口」が増加し、農山漁村の賑わいに結びついていきます。

美しい景観・伝統的な食・古民家といった地域の宝を磨き上げ、関係人口を創出し、農山漁村を振興していま

す。あわせて、世界に誇る和食文化を核とした地域の活性化にも取り組んでいます。また、農林水産業の競争

力を高め、農山漁村を災害から守るため、農地やダム・ため池、森林、漁港といったインフラの整備、保全管理

を進めています。

地域の振興は、
農林水産省が担う
最重要ミッションです。
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PROJECT 04 地域振興

SOLUTION 農山漁村発イノベーションによる関係人口の創出

SOLUTION 世界に誇る日本の食文化「和食」

SOLUTION 農山漁村におけるインフラ整備

我が国の農林水産業の競争力を強化し成長産業とするため、良好な営農条件を備

えた農地、ダムやため池等の農業水利施設、森林・漁港等のインフラ整備を進めて

います。また、大規模災害時にも機能不全に陥ることのないよう、インフラの長寿

命化、防災力の向上等に取り組んでいます。我が国の食料生産を支え、農山漁村の

豊かで安全・安心な暮らしを支えるため、農山漁村のインフラの整備、保全管理を

力強く推進しています。
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関係人口：
移住や観光以外で、地域と継続的に多様な形で関わる人々のこと。
都市農業や農泊等を通じ、関係人口の拡大に取り組んでいる。

P O I N T

世界に広がる和食：
「和食」が「ユネスコ無形文化遺産」に登録され、好きな外国料理ラン
キングでも「日本料理」が１位に挙げられるなど、世界における和食
のプレゼンスは高まっている。

P O I N T

災害に強いインフラ作り：
農山漁村のインフラが災害による被害を受けないようにすることに加え、被
害を受けた場合に従前よりも、より防災機能の高いものへと「改良復旧」す
ることで、災害に強いインフラ作りを行い、地域の暮らしを守っている。

P O I N T

国土が南北に長く、海、山、里と表情豊かな自然が広がる日本には、「自然を尊重す

る」というこころに基づいた「和食」の食文化が息づいています。「ユネスコ無形文

化遺産」として登録されるなど世界からの高い評価を追い風に、和食文化の海外発

信等を行っています。また、美味しい日本食が食べられるのはもちろん、地域の食

文化にも触れることができる旅先として「SAVOR JAPAN」ブランドを確立し、増大

するインバウンドを日本食・食文化の「本場」である農山漁村に呼び込み、地域の活

性化に繋げています。



Q どんなことをしたいと思って入省したか
国民の生活の中で食料は必要不可欠なものである一方、その供給につい

ては人手不足など多くの課題を抱えていると感じていました。このような

問題意識から、国民への食料供給の確保を使命とする農林水産省で、こ

れから先の国民生活において食料を絶やさないための基盤を作りたいと

思い、入省しました。

Q 目下のプロジェクトの概要と自身の役割
食料・農業・農村基本法の改正を担当しています。基本法制定からおよ

そ四半世紀が経過し、昨今、食料安全保障上のリスクの高まり、環境な

どへの関心の高まり、国内の人口減少など、我が国の食料、農業、農村を

めぐる情勢は大きく変化しています。このような状況を踏まえ、基本法が

今後の農政の基本的な方針としてふさわしいものとなるよう、その改正

作業を行っています。

Q 本プロジェクトで得られた経験と成長
農政の転換期において、今後の農林水産省がとるべき政策の方向性が決

まる過程を間近で見ることが出来ました。改正作業を通じて得たこのよ

うな経験は、これからの自分にとって非常に大きな財産になると思って

います。

Q 最も工夫した点、こだわった点
改正後の基本法が今後の農政の基本的な方針となることを踏まえて、農

林水産省として進めていく政策の方向性をきちんと法律の中で表現しき

れているか、その表現がすぐに時代に合わないものになってしまわない

か、といった観点で、法令上の用語の使い方や意味などを考えながら、よ

りふさわしい形となるよう努めました。
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川野 悠花

大臣官房政策課係長
令和２年入省／総合職法律
法学部

職員紹介職員紹介

Q どんなことをしたいと思って入省したか
就職する際に、広くすべての人々が幸福となれるような仕事に就きた

いと考えました。日本人として生まれたので、日本社会全体の公益性

に貢献できる国家公務員は職業の選択肢として魅力的でした。また、

大学で学んだ「食」と「環境」に関係する分野の仕事に就きたかった

というのもあります。最終的には、官庁訪問の時に面会した職員の話

を聞き、仕事内容が面白そうだなと感じたことが農林水産省を選んだ

理由です。

Q 目下のプロジェクトの概要と自身の役割
人口減少下において、生産性の高い食料供給体制を確立するために、

スマート農業技術の現場導入を推進していく必要があります。現在、ス

マート農業技術に適した生産方式の転換を図りながら、その現場導入

と研究開発の加速化を一体的に推進するための法制化を省内で検討し

ています。私は、この法制化の検討に加え、スマート農業技術や新品種

の開発・実用化を計画的に実施するために必要な予算の確保など局内

の全体調整を担当しています。

Q 本プロジェクトで得られた経験と成長
日本の農林水産業を支えるためには、技術が担う部分も大きく、その技

術をしっかりと開発し、実用化していくための研究開発予算の確保はと

ても大事だと考えています。年末の概算決定時に必要な予算を措置でき

た時は、日本の農林水産業の発展に少しは貢献できたかなと感じます。

Q 最も工夫した点、こだわった点
予算編成プロセスは春先の事業検討・ヒアリングから夏の概算要求、年

末の概算決定、年度末の国会承認までおおよそのスケジュールが決めら

れています。財務省など関係部局との調整に際して心掛けていること

は、これまで携わった国際交渉で得た経験も活かしつつ、お互いの立

場・スタンスをまず理解すること、相手が求めていることを見極め、ロ

ジックをしっかり組み立てて説明し、双方で折り合えるラインを前向き

に見出そうという姿勢で臨むことです。

Q どんなことをしたいと思って入省したか
登山が好きで山に関わりたいことに加え、私達の生活に欠かせない、い

わゆる公益的機能を発揮する森林の維持・管理に携わりたいと考えてい

ました。大学で学んだことを活かすことができ、かつ現場での仕事を経

験できることもあり、林野庁で働きたいと考えました。

Q 目下のプロジェクトの概要と自身の役割
森林資源の充実や木材に対する需要の変化などを背景に、木材業界の

構造変化が起きています。また、いわゆるウッドショックなども経験し、

国産材のより持続的・安定的な供給体制の強化が求められています。こ

ういった中、川上（素材生産事業者）・川中（木材加工・流通事業者）・川

下（建築事業者）それぞれの立場間での相互理解や、森林資源の持続性

の確保に向けた連携の取組が重要であり、これらを推進しています。

Q 本プロジェクトで得られた経験と成長
木材の流通は立木～丸太～加工製品と多段階で、非常に複雑かつ地域性

もあります。また、森林経営は時間軸が長い一方、木材への需要者ニーズ

は数年単位で変化します。業界の立場から見た「木材の安定供給」の考

え方もそれぞれ異なっており、こういった中で、行政の立場から業界のた

めにできることは何かを考える難しさを感じました。

Q 最も工夫した点、こだわった点
関連業界の個別事業者へのヒアリングを徹底して行いました。それらの

中から得られたのは、山側の現状や置かれた状況を川下に伝えること

や、川中・川下の立場で、持続的な森林経営の観点から工夫して取り組ま

れている先進的な事例を共有していくことの重要性です。引き続き、ヒア

リングを進め、施策の精度を高めていきます。

永島 瑠美

林野庁林政部木材産業課
課長補佐
平成18年入省／Ⅰ種農学Ⅲ
農学部

Q どんなことをしたいと思って入省したか
幼少期に生物の採集や飼育が趣味だったことが功を奏してか、大学院時

代の数年間は、ウナギ類の生態の研究に没頭し、サンプルを得るために

研究船で太平洋を東西南北幅広く駆け回っていました。ウナギという水

産生物を対象に生態学的な研究をする中で、生物の生態面の情報が十分

に考慮された施策が徹底して講じられているのか疑問に感じることがあ

り、このような業務の遂行に科学的根拠を重視した視点をもって貢献し

たいと考え、志望しました。

Q 目下のプロジェクトの概要と自身の役割
現在、水産庁において、カツオやマグロ類にかかる漁業の許可、資源管

理、予算等に関する業務に携わっています。日本国民の食文化と関わり

の深いカツオやマグロ類を持続的に利用するために、漁業者や研究者と

密接に関わりつつ、科学的根拠を重視した資源管理、許可制度等の運用

に努めることが自身の役割だと思っています。

Q 本プロジェクトで得られた経験と成長
漁業者と話をする中で、一つの事象に対して全国各地で様々な考えがあ

るということを再認識しました。そのような様々な意見を踏まえつつ、制

度を検討・運用するに当たって、自身を含め様々な意見を要約し人に伝え

る力が身についたと思います。

Q 最も工夫した点、こだわった点
可能な限り科学的根拠をもって制度検討にあたることを徹底しました。

研究者から提供を受けたデータを漁業者が理解しやすいよう要約しつ

つ、可能な限り漁業者が意義を理解した上で物事を進めることができる

よう、努めています。

恩田 拓尭

水産庁資源管理部国際課係長
平成30年入省／
総合職農業科学・水産
新領域創成科学研究科

坂下 誠

農林水産技術会議事務局
研究調整課課長補佐
平成16年入省／Ⅰ種農学Ⅰ
農学部
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職員紹介職員紹介

Q どんなことをしたいと思って入省したか
香川の田園地域で生まれ育ち、地方における人口減少や高齢化、農林水

産業をはじめとする地場産業の活力の低下を肌で感じる場面が多々あり

ました。こうした中で、地方の主要産業である農林水産業や食品産業の

活性化を通じて、地方から日本を元気にしていきたい、地域活性化や地

域定住に貢献したいと思い、入省しました。

Q 目下のプロジェクトの概要と自身の役割
農業者が減少する中、どうやって将来にわたって「人」と「農地」を確保

していくか、その中でも特に「人」、すなわち農業の担い手の育成・確保

に関する政策の企画・立案を担当しています。現在、各市町村の皆様に、

地域での話合いにより目指すべき将来の農地利用の姿を明確化する「地

域計画」の策定を進めていただいており、その策定を後押しすることも

重要な仕事です。

Q 本プロジェクトで得られた経験と成長
農業者や市町村の担当者など現場の方々にどうしたらうまく取り組んで

いただけるか、ということを常に意識して仕事をしています。将来誰がど

の農地を担うといった目指すべき農地利用の姿を明確化することは簡単

ではありませんが、全国の市町村の将来に関わる仕事を担う緊張感が、

自らの成長にもつながっていると実感しています。

Q 最も工夫した点、こだわった点
省内外の様々な関係者と一緒に進めていかなければならないプロジェク

トなので、周囲を巻き込んで仕事を進めていく工夫をしています。具体的

には、都道府県、市町村、農業委員会、農地バンク、JAなど様々な関係

者がいる中で、巻き込みたい相手の役割を理解し、相手が取り組みたく

なるようなビジョンなどを意識的に伝えることで、地域計画の策定が円

滑に進むように日々頑張っています。

川池 将人

経営局経営政策課経営専門官
平成25年入省／Ⅰ種経済
教養学部

Q どんなことをしたいと思って入省したか
子どものころから親の転勤で全国を転々としていたので、地方と関わりの

ある仕事をしたいと思っていました。他方で、キャリアの中で海外との接

点を持ちたいという気持ちもあり、海外ポストも多い農林水産省に入省

しました。

Q 目下のプロジェクトの概要と自身の役割
海外からの要人が政務三役に面会される際の対応や、大臣の海外出張を

支える仕事が中心です。外交儀礼等を踏まえつつ臨機応変な対応が求め

られる場面もあれば、時差や機材の重さに負けない体力が必要な場面も

あります。コロナ禍以降は国際会議もオンラインでの開催が増えたの

で、通信環境の整備や他課へのアドバイスも仕事の一部です。

Q 本プロジェクトで得られた経験と成長
海外出張先での交渉力が向上しました。海外旅行ではすぐに断念する場

面でも、仕事となるとそうはいきません。あきらめずに手を変え品を変

え、少しでもこちらの望む形に近づけるというのは体力を使うものです

が、回数を重ねると自分の成長を感じます。

Q 最も工夫した点、こだわった点
相手のいうことを吟味するようにしています。「そう決まっているから」

と相手が言っても本当は何も決まっていなかったり、「朝」や「夕方」と

こちらが説明しても時刻を訊くときょとんとしてたりと、言葉に対する考

え方は国や地域で違います。インドで食事をした際に「チキンと書いてあ

るけどチキンじゃないよ」と真顔で言われたときには天を仰ぎました

が、よく聞いてみると「肉の有無」ぐらいの意味でしかなく、頼んだもの

を運んでもらえたときにはホッとしました。

梶山 寛喜

輸出・国際局総務課国際政策室
係員
令和2年入省／一般職行政
法学部

Q どんなことをしたいと思って入省したか
「食」を中心に環境や文化、教育等幅広い分野に関わることができるこ

とと、「食べる」という誰もが生きていく上で必要な、「当たり前の生

活」を支える仕事ができることを魅力に感じて農林水産省を志望しまし

た。特に、食文化の保護や発信に携わりたいと思って入省しました。

Q 目下のプロジェクトの概要と自身の役割
現在は食品ロス、食品リサイクル関係の業務に携わっています。食品ロス

を削減するための事業やフードバンクへ支援する事業の執行等の対応を

したり、食品リサイクル法に基づく登録制度の審査や食品廃棄物のリサ

イクル工場への視察等を実施したりしています。

Q 本プロジェクトで得られた経験と成長
予算執行等に係る業務も法律に基づいた審査も初めて携わるため、日々

勉強をしながら業務に取り組んでいます。どちらも国家公務員の仕事の

中では重要な業務であるため、今後のキャリア形成の上でも役に立つ経

験になっていると考えています。また、事業者の方との意見交換等も行

うため、自らが関係する業界についての知識等も身につけることができ

ています。

Q 最も工夫した点、こだわった点
今までの対応状況や相談事項をデータでまとめることです。上司に相談

をする際はできるだけ様々な情報を集め、自分の考えをもってから相談

をするようにしていますが、過去の対応も参考にするため、事業者や地

方農政局等からの相談のほか、課内で相談したことや指摘事項はまとめ

るようにしています。

早田 紗己

大臣官房新事業・食品産業部
外食・食文化課
食品ロス・リサイクル対策室
係員
令和3年入省／一般職行政
文化構想学部

Q どんなことをしたいと思って入省したか
大学で専攻した「農業農村工学」の知識を活かした仕事ができることに

加えて、農林水産省本省での政策立案のようなスケールの大きな仕事か

ら、国営事業所での現場に密着した仕事など、様々な経験ができること

に魅力を感じ、入省を決意しました。

Q 目下のプロジェクトの概要と自身の役割
農山漁村地域における６次産業化・農泊等の「しごとづくり」や農村

RMO等の「くらしづくり」など、農村政策を総合的に推進する「農山漁

村振興交付金」を担当しています。私は、取りまとめ担当として、様々な

関係部署と予算や制度に関する調整を行っているほか、政策効果を把

握・分析するための検討等を行っています。

Q 本プロジェクトで得られた経験と成長
農業・農村の現状や課題を踏まえて施策の在り方等を検討し、課題解決

に向けた施策を推進していくことの重要性やそのプロセス等について学

びました。また、政策効果を把握・分析するための検討に当たり、その内

容について図や表も含めた分かりやすい資料を作成する力が身に付いた

と感じています。

Q 最も工夫した点、こだわった点
「農山漁村振興交付金」では、多様な取組を支援しているため、省内の

関係部署も多岐にわたります。予算等の作業の取りまとめを行う際に、

作業の意図や内容が適切に伝わるよう、メールをできるだけ分かりやす

く書き、担当者からの相談等に丁寧に対応することを心掛けています。

新谷 奈津光

農村振興局農村政策部
都市農村交流課係長
平成31年入省／
総合職農業農村工学
農学部
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日本の食と農の未来を切り拓く。

若手職員が語る、「挑戦と成長」

及川 日本の食を支えたいと考えたため

です。私は岩手の大自然の中で育ち、幼い

頃から両親に食や自然に関する知識を教

わってきました。大学では農学部に進学し、

植物育種学や食品栄養学等を幅広く学び

ながら進路を考える中で、周りの友人たち

が、美味しいものを食べたときの笑顔を見

るのが大好きで、その笑顔が日本中に広

がって欲しいと感じるようになりました。こ

の思いから、日本の食を支えるために農林

水産省に入省したいと決意しました。

竹内 及川さんは学生時代の学びを活か

して就活をされたのですね。私はやりたい

ことがたくさんあり、何をしたいか定まっ

ておらず、就活中は、これからの人生をど

う生きてゆきたいのか、じっくり考えまし

た。自分のために働くことも大事ですが、

それが人のためになることなら、さらに素

晴らしいと思いました。「人が生きていくう

えで欠かせない食を支える」という仕事

は、より多くの人の役

に立てる仕事だと感

じ、また国家公務員と

して特定の人に限ら

ず、社会全体に貢献

できる点にも魅力を

感じ、農林水産省を

志望しました。

及川　竹内さんが言

うように、社会全体の

役に立つという点は

公務員としてのやり

がいですよね。

及川　私が所属する地域作物課では、

国内の砂糖の安定供給を担っています。

砂糖は国民の摂取カロリーの約8％を占

める重要な品目です。また、その原料で

あるてん菜は、北海道の畑作において輪

作体系を構成する重要な作物、さとうき

びは、台風災害への高い耐性を有し、鹿

児島県の南西諸島や沖縄県において、

代替のきかない作物です。こうした甘味

資源作物の生産は、製糖工場や関連産

業などと相まって、地域の雇用・経済を

支える重要な役割を担っています。 地域

作物課は、この砂糖の国内生産を維持す

るための「糖価調整制度」の安定運営を

担っています。この制度を簡単に説明す

ると、砂糖の原料糖を輸入する砂糖メー

カーから調整金を徴収し、これを財源と

して国内産糖の支援に充当する仕組み

です。その中で私は、輸入加糖調製品

（砂糖と砂糖以外のココアや粉乳等の混

合物）からの調整金徴収の運用を担当し

ています。

竹内　私は現在、広報評価課広報室に

所属しています。広報室としてのミッショ

ンは、農林水産省の取組や農林水産業に

関する情報を国民の皆さまに早く正確に

伝えること。その中でも私は主にSNSを

活用した広報業務を担当しており、

YouTube、X、Facebook、Instagram

などを通じて情報を届けています。特に

YouTubeチャンネル「BUZZMAFF」で

は、動画の企画から撮影、編集までを手

掛けており、視聴者の皆さまにわかりや

すく楽しんでもらえるような情報発信を

心掛けています。

及川　私も竹内さんの広報室には何度

もお世話になっています。特に、地域作

物課が展開する砂糖の消費拡大運動

「ありが糖運動」で作成する資料や発信

内容について、広報の視点から適切なア

ドバイスをいただけるので、とても助かっ

ています。

竹内　ありがとうございます! 広報室は

省内部署から広報相談を受けることがあ

り、多くの部署と一緒に国民の皆さまに

とって必要な情報を届けられるよう取り

組んでいます。施策担当部局と協力し、

より効果的な情報発信ができた時はやり

がいを感じます。及川さんの業務も、地

域の砂糖生産を支えるという、非常に重

要で責任のあるお仕事だと思います!

及川　私の業務で特に面白さを感じる

のは、自分も含めて議論した政策が国全

体に与える効果を実感できる瞬間です。

例えば、糖価調整制度を通じて国内に砂

糖を安定供給する仕組みは、国内の農業

だけでなく、国民生活全体に影響を与え

ます。大きなスケールの仕事に携わるこ

とで、達成感とやりがいを感じますね。

竹内　広報室では、SNSを通じて発信し

た情報がどのように受け取られているの

か、反応をダイレクトに感じられる点が面

白いです。どうしたらより分かりやすく伝

えられることができるか、日々考えてい

ます。農林水産省のSNSをきっかけに、

少しでも農林水産業に関心を持ってくれ

る方が増えると嬉しいです。

及川 私は入省1年目から大きなプロ

ジェクトを任されました。例えば、福島第

一原子力発電所事故からの復興対応で

は、国際的な場で日本の食品の魅力や安

全性を発信するプロジェクトの取りまとめ

役を担いました。東京オリンピックを契機

に、国内外の記者の方をお呼びして、ブ

リーフィングをするという大掛かりなもの

で、大きなプレッシャーがありましたが、乗

り越えたことでプレッシャーに強い精神

力が培われました。また、現在の部署で

は、企業の経営者と直接意見交換をする

機会が多く、その中でコミュニケーション

能力の向上や視野の広がりを実感してい

ます。

竹内 1年目から大きなプロジェクトを担

当しているのはすごいです！ 私も責任

感という点は似ているかもしれません。

広報業務を通じて、緊張感と責任感が

培われましたね。特に、発信した情報が

省全体の印象に直結する可能性がある

ため、慎重さが求められます。また、多く

の人々に情報を届けるという経験を重

ねる中で、自分の考えに固執しないよう

に、より多くの意見を見たり聞いたりし

て、物事を考えるようになりました。

及川 農林水産省は若手から大きな仕

事を任せてもらうことも多いですよね。

責任感を持って取り組むことで、自然と

成長につながると思います。

竹内　さきほど及川さんのお話にもあっ

たように、農林水産省は若手職員にも挑

戦の機会を与えてくれる環境です。その

ため、正確に仕事をこなすことだけでな

く、「自分で考え、行動する力」も重要だ

と感じます。また、私の広報業務では、常

にどのように情報を発信すれば適切に伝

わるかを考える必要があります。事前準

備を怠らず、柔軟に対応できる力を養う

ことが、成長の鍵だと思います。

及川 竹内さんのおっしゃる通り、事前

準備は非常に重要です。そして、新しい

ことに興味を持ち、積極的に学ぶ姿勢も

欠かせません。例えば、私の砂糖関連の

業務では、砂糖以外の分野にも視野を

広げることで、直面している課題を解決

するきっかけになったり、他産業との連

携の可能性を見出すことができます。自

分の担当業務以外を学ぼうとする柔軟

性が成長につながると感じます。

竹内　確かに、広い視野を持つことで

新たな可能性が見えてきますよね。広報

業務でも、多様な意見に耳を傾け、異な

る考え方を理解する力が求められます。

それが結果的に、より良い情報発信に

つながると思います。

及川 私が目指しているのは、海外での

業務を通じて諸外国の政策や考え方を学

び、そこで得た知識や

経験を日本の政策に

活かすことです。特

に、人口減少や消費

者意識の変化が進む

中で、日本の農林水

産業が抱える課題に

対応するためには、多

角的な視点が必要だ

と感じています。その

ため、海外の優良事

例などを、日本の農林

水産業をより強くするための政策立案に

活かしたいと思っています。

竹内　素晴らしいですね! 私は、農林水

産省が所管する幅広い分野の業務に挑

戦することが楽しみです。その中でも、

特に「農泊」に興味があります。農泊は地

域の魅力を国内外に発信できる素晴らし

い取組で、地域の食材や体験を通じて、

多くの人に日本各地の良さを知っていた

だけるような取組をもっと盛り上げてい

きたいです。

及川　農泊は地域の活性化にとても効

果的な取組ですよね。竹内さんのよう

に、広報の視点を持つ方が関われば、さ

らに可能性が広がりそうです。

竹内　ありがとうございます！ 農林水産

省では、多くの分野で新しい挑戦ができ

るので、今後も自分の興味を追求しなが

ら、いろいろな経験を積んでいきたいと

思います。

及川　私も同じです。これからも自分の

視野を広げながら、日本の農林水産業を

支える政策に貢献できるよう努力してい

きたいですね。

志望動機について
教えてください。

所属されている部署と、
業務内容を教えてください。

現在の業務で面白さを
感じる瞬間は？

農林水産省で成長を
感じるポイントは？

農林水産省で成長するには、
どのような姿勢が必要だと
お考えですか。

最前線で活躍する若手職員2人が登場し、

農林水産省だからこそできる成長や

そのための姿勢などについてお聞きしました。

若手対談
real voice

竹内 佳穂

大臣官房広報評価課広報室係員
令和3年入省／一般職行政
文学部

及川 俊太郎

農産局地域作物課係長
令和３年入省／総合職農業科学・水産
農学部

最後にこれからやってみたい
ことを教えてください。
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国家公務員を目指したきっかけは？

1位　食・農林水産分野への関心　
・農林水産省で農業や食に携わる仕事がしたかったから。
・日本の農業・農村を後世に残していきたいと考えたから。

2位　仕事のスケールの大きさ
・国家レベルの課題に取り組むことに魅力を感じたため。
・「国際社会の中で誇りを持てる国」への思いから。
・必ず誰かの役に立つ、一生続けられる仕事だから。

3位　政策形成・社会制度設計への関心
・当たり前の生活を支える社会制度を設計できるため。
・全体の指針となる制度づくりに携わることができるから。

4位　専門性や多角的視点を活かすアプローチ
・専門的知識で人に資する仕事をしたいと考えたため。
・課題について、多角的な視点から解決できるから。

3位
政策形成・社会制度設計

への関心

2位
仕事のスケールの大きさ

1位
食・農林水産分野への関心

Q1

農林水産省はどんな人が多い？Q4

農林水産省の働きやすさに関して感じることは？

人
・誰にでも話しかけやすく、入省年次や年齢に関係なく意見を言い合える雰囲気。

・上司や同僚に相談しやすく、困ったときに孤独感を感じない。

・質問しやすい雰囲気で、大きな悩みを抱え込まずに仕事ができる。

・上司が経験を活かしたアドバイスをくれる。

・誠実な人が多く、真剣に取り組めば周囲も協力してくれる。

・穏やかな性格の職員が多く、ギスギスした雰囲気がない。

働く環境
・チーム内で業務量が偏らないよう調整されている。

・難しい仕事も一人で抱え込まず、協力し合う体制がある。

・若手にも責任ある業務を任される機会が多く、

成長を実感できる。

・改善を行う業務が多く、方向性を見失うことが少ない。

・ペーパーレス化やデジタル化が進み、

効率的に業務を進められる。

制度
・人事と定期的に面談があり、キャリアについて柔軟に

相談ができる。

・定時退庁日がある。

・「早く帰るように」と声掛けがあるなど

プライベートの時間を確保しやすい。

・年次休暇や有給休暇の取得が奨励されており、

柔軟に休暇をとれる。

・育児取得や時差出勤・テレワークなど、子育て世代を含む

職員にとって働きやすい環境が整っている。

Q5

農林水産省の好きなところは？Q3

4位
専門性や多角的視点を
活かすアプローチ

穏やかで人柄が良い
・穏やかで優しい人が多く、職場全体が和やかな雰囲気。
・話しやすく、質問や相談がしやすい空気感。
・芯はありつつも、柔軟で前例や形式にとらわれない。

1位

面倒見が良く、周囲を気遣う
・部下や後輩への面倒見が良く、困ったときに助けてくれる。
・周りをよく見て、協力し合う姿勢がある。
・質問に対して丁寧に対応し、今後に活かせるアドバイスをくれる。

2位

食に対する関心が高い
・農作物や飲食店に詳しく、情報収集を積極的に行う。
・食べることや地方の特産品に関心が高く、
休日も地方に足を運ぶ。

3位

真面目で責任感が強い
・自身の業務に責任を持ち、プロ意識を持って取り組む。
・勉強熱心で、専門分野や担当分野に関する知識が豊富。

4位

・お弁当を持ってくる人
・食品ロスへの意識が高く、最後まで頑張って食べる人
・毎日15時に流れるラジオ体操でリフレッシュする人
・挨拶が元気な人
・旅行やアウトドアが好きな人
・生き物が好きな人
・いい意味で”官僚”っぽくない人
・オンオフの切り替えができる人

番外編

農林水産省に入省を決めた最終的な決め手は？

「食×環境」分野への関心
・環境負荷を抑えた持続可能な食料生産への
取組に魅力を感じた。
・「食べたい時に食べたいものが食べられる」環境
を未来に残したいと考えた。

暮らし・地域への貢献
・当たり前の生活を支える「食」を司り、
多くの人々の生活を支えられると考えた。
・地方の基軸産業である第一次産業の
維持・発展が、地方の活性化に
一番つながると感じた。

職員の雰囲気・職場環境
・熱意のある職員が多く、和気あいあいとした
雰囲気が合うと感じた。
・説明会や面接を通じて、職員の人柄の温かさを
実感した。

スケールの大きさ・社会への影響力
・長期的に未来を見据え、現場が抱える課題と
常に向き合える仕事だと感じた。
・個人では解決できない大きな課題の解決を目指し、
国民・日本のために働ける職業だと思った。

食・農林水産分野に対する使命感
・日本の食の脆弱性に危機感を持ち、
食や農の課題解決に貢献したいと考えた。
・日本の未来の食を守るために、
自分が一番貢献できる職に就きたいと思った。

自身の生い立ち・経験との親和性
・関わってきた方々と何らかの形でつながれ、恩返しができると考えた。
・学生時代の専攻や研究が農業の課題解決につながると感じた。
・自分の大好きな故郷を頭に思い浮かべながら仕事ができると感じた。

Q2

決め手
上位６位

若手職員アンケート
農林水産省では、日々の業務を通じて「食」「環境」「地域」の未来を創るために

挑戦を続ける職員が活躍しています。

その中でも、次世代を担う若手職員たちが、どんな思いを胸に抱き、

どのような成長を遂げているのか。

今回は、彼らの率直な声を集めたアンケートを通じて、

現場でのリアルとやりがいをご紹介します。

Survey of
young
employees
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職員の多様性・キャリアの幅広さ
・様々な経歴や専門知識を持つ職員が多く、刺激的な環境。
・異なる部署や多様な視点から新たな発見が得られる。

同期のつながり・チームの連携
・同期の絆が強く、支え合いができる関係性。
・業務をチームプレーで行う環境。

職員の雰囲気・人柄
・尊敬できる人が多く、相談しやすい環境。
・若手を温かく見守り、成長を応援してくれる風土。

仕事の幅広さと多様なアプローチ
・食・農というキーワードの下、生産から消費、地方から国際まで
多方面から関われる。
・社会の動きに関する最新情報を得られる面白さ。

現場への近さと手応え
・若手のうちから現場に出る機会が多く、顔をイメージしながら
政策を立案できる。
・業務と国民生活との結び付きを感じられる。

食堂のごはんのおいしさ
・咲くらやあふ食堂など、地方の特色を生かした
料理が楽しめる。
・「食」にまつわるイベントが定期的に行われている。

人

働く
環境 制度



お互いの立場を
理解しながら、
「連立方程式」を解く
大切さを実感
牛乳乳製品課では、生乳を生産する酪農家、生乳を加工する
乳業メーカーと共に課題に取り組みました。両者は生乳の取
引関係にあるなかで、共通の利益に向かって、また、全体の
利益が最大化されるよう、共に前進を目指しました。複雑な
「連立方程式を解く」ようなチャレンジも数多ありましたが、
そこに国家公務員としての役割があると感じました。こうし
た経験は現在に至るまで大きく活かされています。

WORK 01

WTO（世界貿易機関）での議論を通じ、
世の中を学ぶ
ジュネーブ日本政府代表部において、WTO交渉に携わり
ました。この交渉は、貿易自由化を目的に関税などのルー
ル作りを進めるもので、150を超える国や地域が参加す
る大規模なものでした。国の規模、文化、宗教など背景が
異なる多様なメンバーと議論を重ねる中で、相対的な視
座を持つこと、普遍的な言葉で主張すること、最後は信頼
関係が大切であることを学びました。そして、これらは日本
国内においても等しく大切なことであると痛感しました。

WORK 02

コメの安定供給のために、
日本各地の現場と連携
食糧部計画課では、我が国の主食であり、食料生産の根幹
をなすコメの安定供給に向けて取り組みました。世の中へ
の影響は大きく、日本各地の稲作農家の経営や作柄や日
本国内の消費の状況を踏まえつつ、世界のコメの流通状
況も考慮しながら、生産面から消費面まで包括的に施策
を展開しました。特に、東日本大震災では、生産や物流が
大きく混乱する中で、コメの安定供給を維持するため、現
場の方々と連携しながら懸命に取り組みました。

WORK 03

信頼関係を基に、
TPP交渉に従事
在アメリカ日本国大使館の参事官とし
て、モノやサービスの貿易自由化や投資
のルール作りを目指すTPP交渉に取り
組みました。アメリカの行政府、議会、産
業界と日々対話を重ね、それぞれの国益
を背負った緊張感の中で取り組みまし
た。お互いが譲れない立場を主張する中
で、信頼関係を基盤に共通の利益を見出
す努力が続けられました。こうした経験
を通じて、国際場裡においても信頼関係
の重要性を改めて認識しました。

WORK 04

輸出を通じて、
日本と世界を繋ぐ
現在は輸出促進審議官として、日本の農林水産
物・食品のグローバル展開を担っています。世界
的な人口増加や経済力の向上の中で、我が国の
農林水産業・食品産業にとって、外需を取り込ん
でいくことが極めて重要になっています。これに
より国内の基盤強化、そして食料安全保障を確
保していきます。日本が国内のみならず海外から
も稼いでますます元気になる、そうした発展的な
良循環を目指して取組を進めています。

WORK 05

国家公務員としての
基礎を学んだ、係員時代
入省してすぐ、林野庁に配属されまし
た。法令の解釈・運用や予算の立案・執
行、国会関係の仕事など、行政の現場
で必要なスキルや国家公務員としての
基本を少しずつ身に付けていきまし
た。何よりも、多くの先輩と共に働きな
がら、社会人としての心構えや仕事へ
の向き合い方、信頼関係の大切さを教
わりました。この期間に学んだ社会人
としての礎は、その後の職業人生を支
える重要な基礎となりました。

CAREER 01

現場の声と政策の
大局を繋ぐ、係長時代
係長時代には、担当官として小さなことも含めて多彩な
業務を経験しました。牛乳乳製品課では酪農家、乳業
メーカー、消費者と向き合い、最適なサプライチェーンの
構築に取り組み、現場の課題解決を通じた政策づくり
の醍醐味を学びました。予算課では国の予算という政策
資源の配分・活用を通じて、政策全体の大局を見据える
視点を磨きました。これらの経験は、実務能力と広い視
野を養う大きな糧となりました。

CAREER 02

政策企画から実行まで
実務の最前線を担う
課長補佐時代には、生産局野菜課や経済産業省貿易管
理部などで、多岐にわたる職務を担当しました。課長補
佐として、現場の最前線に立ち、業界や霞が関のカウン
ターパートと向き合いながら、施策の企画・立案・執行を
担いました。国内外の施策に携わる中でそれぞれの持
ち場で「仕事をやり切る」達成感を味わいました。充実し
た日々を送るとともに、現場リーダーとしての視点とス
キルを磨きました。

CAREER 03

室長として課題発掘と
リーダーシップを担う
室長としてチームを率いる立場となり、権限と責任が広が
る中で、世の中の課題を発掘し、能動的に政策テーマを探
究しました。大臣官房政策課や在アメリカ日本国大使館と
いった部署において、環境問題から地域活性化の課題ま
で、多岐にわたる業務に取り組みました。また、チームマネ
ジメントにも注力し、部下が達成感を持ちながら成長でき
る環境づくりを心掛けました。

CAREER 04

霞が関で働く醍醐味を
感じつつ、職責の重さを
かみしめた課長時代
知識や経験を積むに従い、眼前の景色が、より遠くへ、よ
り未来へ、拡がるのを実感しました。同時に、その職責の
重さをかみしめつつ、政策の立案・執行に真摯に向き合
いました。食肉鶏卵課、内閣官房副長官補室、大臣官房政
策課などで食料安全保障の強化に向けた食料・農業・農
村基本法の改正をはじめ、骨太のミッションに取り組む
機会を得ました。その際、マクロの大局観を大事にしつ
つ、現場の実情を踏まえ、未来志向の政策づくりをいつ
も意識していました。

CAREER 05

CAREER
キャリアの変遷

work
業務・プロジェクト

CAREER step
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キャリアステップ
農林水産省では、食料・農業・農村の持続的発展に向け、

多様な政策を企画・推進。若手から政策立案に携わり、

国内外の現場経験を積みながら専門性を深め、

管理職や国際機関への派遣など多彩なキャリアを築きます。

髙山 成年

大臣官房 輸出促進審議官
平成7年入省／Ⅰ種法律
法学部

入省時の想い

自然豊かな故郷から広がる
食への想い
海、山、川、田んぼやサツマイモ畑に囲まれた鹿児島の自然豊かな環境で育ち、牛、

豚、鶏、ブリなど、多様な生き物と共に過ごした日々を背景に、日本の地方の視点か

ら食に関わる仕事がしたいと考えていました。入省当初は、地方と食の関係性を中

心に据えていましたが、様々な経験を積んで、食のテーマが世界と密接に繋がって

いることを発見しました。キャリアを重ねて視野が広がり、地方から世界を、そして

世界から地方を見渡す視座で日々の職務に取り組んでいます。

入省からこれまで

1

世界への、そして未来への架け橋として
これからも全力で

未来の農林水産省のために

課長時代に地方の現場を訪問した際、和牛農家のおばあちゃんが「自分が育て

た牛が、マンハッタンとかいうところで人気らしい」と笑顔で語る姿に接し、地

方の地平が世界に広がる様に身震いするような感動を覚えました。「グローバ

ルに考え、ローカルに行動する」を地で行きながら、我が国の農林水産業・食

品産業も、世界中の消費者も、ますます笑顔が広がるよう、世界への、そして未

来への架け橋として、これからも前進を続けていたいと考えています。

fut ure
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入省2年目で挑んだ
環境対策の最前線
入省2年目に食品流通局企画課で食品産業の環境問題に
取り組むプロジェクトの事務局を担当しました。各課の担
当補佐と共に公害からゴミ問題へと変化した環境問題の
解決を目指して活動しました。当時、東京湾でこれ以上ゴミ
埋立場所が確保できないということが大きな問題となって
おり、最初のチームの活動として全員で埋立地を訪問する
ことを提案・実行しました。食品産業の環境対策を行う組
織の設置や、食品リサイクルの制度創設につながる取組の
基になる仕事を行いました。

WORK 01

子どもたちの
「食と農」の学びの機会を広げる
食農教育プロジェクトチームが立ち上がるタイミングで、
中国四国農政局企画調整室の係長として着任し、事務局
メンバーに志願しました。地域の「食と農」をテーマに子ど
もたちが学ぶ機会を作ろうと学校に職員が出向く「出前
授業」をスタートさせました。学校の先生たちが地域の農
家を講師に招いて子どもたちが食や農について学ぶ機会
を増やしたいと考えて実施したものですが、毎回、学校か
らのリクエストに応じて教材開発をすることで職員自身
も成長していることが感じられました。

WORK 02

食品産業の様々な課題に直面
食料産業局食品製造卸売課の総括担当の課長補佐とし
て、食品衛生法とJAS法を統合した食品表示法の運用を
定める省令策定の作業に携わりました。小さなパッケージ
の食品にどこまでの記載が可能なのか実効性の検証も行
いました。また、超高齢社会に突入し、介護食品市場が拡
大しつつある中で、多くの必要とされる方々に介護食品を
よりよく活用してもらうための業務にも携わりました。

WORK 03

東京オリンピック・
パラリンピックで
日本の食の豊かさを伝える
内閣官房東京オリンピック・パラリン
ピック推進本部事務局に、選手村等で提
供される食材を日本全国から調達し、日
本の食文化の魅力を世界にアピールす
るというミッションを携えて着任しまし
た。食材の調達基準の策定では、持続可
能な取組の実現に尽力しました。また、
オリンピック・パラリンピックに参加す
る国々と日本の自治体を結ぶホストタウ
ン事業や心のバリアフリーの取組など、
多岐にわたるプロジェクトも担当しまし
た。この仕事の経験は、日本の魅力の発
信や、世界と日本の人々をつなぐ貴重な
機会となりました。

WORK 04

地域の未来を支える
徳島県のみどり戦略
徳島県の副知事として着任し、農林水産業、教
育、福祉など幅広い分野を担当しました。「徳島県
みどりの食料システム戦略基本計画」策定のた
め、農業、教育などの専門家を交えた検討会で議
論を重ね、未利用資源の活用、食育の推進、地域
支援型農業（CSA）の導入など、地域独自の取組
を盛り込みました。この計画も受け、オーガニッ
クビレッジも生まれ、自治体、JA、生産者、市民の
取組が広がっています。

WORK 05

問題の本質を知り
新たな気付きを得る
環境問題を担当した経験から、ゴミの
日にゴミ出しをした後、どうゴミが処
理されるかを知らないことで、捨てる
ことに罪悪感が生まれず、ゴミを大量
に出してしまうことにつながっている
のではと思いました。一方、生産や調
理のプロセスを知らないまま食事をす
ることが増えていることが、食や農が
大切にされない原因ではと気づき、環
境問題と農業理解の問題は通じるも
のがある、これらの解決のためには本
質を知る、体験することが近道なので
はと考えました。

CAREER 01

子どもたちの置かれた状況を踏まえ
食育を全国に展開する仕事に
出前授業では好き嫌いが多かったり、食や農に触れ合
う機会が少ない子どもたち向けには、紙芝居を作ってお
話をしたり、田んぼの生き物を持参したり、出汁あてク
イズをするなど、食や農に興味をもってもらえるよう工
夫しました。子どもたちが実物に触れ五感で体験するこ
とで、気付きを得て、行動変容が起きる様子を身をもっ
て体験したことが、その後、食育担当になってからも生
かされ、食育を全国に展開していく仕事をする際の礎と
なりました。

CAREER 02

口から食べられることが生きる上で
いかに大切さを実感
介護食品（「スマイルケア食」として普及）の仕事では、介護
の現場で仕事をされている方や、医療関係者、食品メー
カー等関係者の方々と議論をさせていただき、咀嚼や飲み
込みが難しい方でも美味しく楽しく食べられる環境づくり
が重要で、口から食べられることが生きる上でいかに大切
かを実感しました。その後、和食室長に着任した際、伊勢志
摩サミットのメディアセンターで和食の展示と併せて日本
の「スマイルケア食」の展示や試食会も行い、海外メディア
の方々に評価を得ることができました。

CAREER 03

国際的な舞台で、日本全体を
巻き込む文化交流の機会を創出
調達基準に位置付けられたGAP認証食材を省庁、都県の食
堂、ホストタウンでのおもてなし等で活用促進し、GAP認証
取得が増えました。全都道府県への調査により提供意欲のあ
る食材・生産者リストを運営事業者に活用してもらった他、大
会初の食堂での産地表記も行い、47都道府県の食材を選手
に美味しく食べてもらうことができました。ホストタウン事業
では、コロナ禍でもオンライン交流などを活発に行い、世界と
日本の結び付きを深め、その後のレガシーとして、今でも交流
を続ける自治体も多くあり、かけがえのない経験を積むことが
できました。

CAREER 04

地元・徳島県の副知事として、
地域の未来を拓く人づくりに尽力
私の故郷でもある地元、徳島県庁では、農林水産分野の仕事
の他に、大阪・関西万博に向けて『万博は「ゲートウェイ」、徳島
まるごとパビリオン』と銘打って、万博を契機に子どもたちが徳
島の魅力を感じ、発信するプロジェクトなどに尽力しました。コ
ウノトリの飛来する地域で環境保全に取り組む方々、有機農業
を営む方と消費者をつなぐCSA組織を立ち上げる若者など県
内各地では地域の歴史文化、自然を生かして様々な分野で活
躍されておられる方々がおられ、県庁での仕事を通じて地方創
生は人づくりから、ということを強く実感しました。

CAREER 05

CAREER
キャリアの変遷

work
業務・プロジェクト

CAREER step

キャリアステップ

勝野 美江

大臣官房審議官（兼経営局）
平成3年入省／Ⅰ種農業経済
農学部

入省時の想い

消費者と生産者の
ギャップをうめて、
日本の未来をつないでいきたい
私の就職活動の際には、バブル期の土地価格高騰に伴い、農地が投機対象となり、

農業が悪者にされている状況でした。田んぼの中を駆けまわって遊んだり、通学し

たりと、小さい頃から食や農業に親しんできた私は、人々が農業を大切に思わない

のは、農業に触れたことがないことが原因なのではと考え、「より多くの方々に食や

農業の大切さを理解してもらいたい、生産者の苦労や思いを消費者の方々に伝え

たい」という思いで農林水産省への入省を決めました。

入省からこれまで

2

人間総合科学研究科にて、
博士後期課程 修了

未来の農業を支える人材育成と
持続可能な農業の発展に貢献したい

未来の農林水産省のために

現在は経営局担当の審議官として、新規就農、女性活躍、農協、農業金融・保険

等の各課の業務をスーパーバイズし、職員の皆さんに助言・指導する役割を

担っています。特に職員が主体的に考え行動できる環境を整えることを重視

し、政策オープンラボのプロジェクトの伴走も行っています。また、自身の学び

を深めるために、農業体験や勉強会などにも積極的に参加しています。これか

らも未来の農業を支える施策を推進し、次世代の人材育成と地域の発展に貢

献するキャリアを積んでいきたいと思っています。

fut ure



地方の魅力を発掘
新しい活力につなげる

Q 国営事業所での仕事の内容、役割、
やりがい

Q 国営事業所でのエピソード

谷内 伸輔

北陸農政局河北潟周辺農地防災事業所係長
平成28年入省／一般職農業農村工学
生物資源環境学部

全国でも有数の農業地帯である河北潟周辺地区の農地を湛水被害から守る

ため、排水機場を改修する工事を担当しています。近年の集中豪雨や地盤

沈下により湛水被害が頻発化していることから、排水機場を改修すること

で、農地の湛水被害のみならず、宅地の浸水被害の軽減にも寄与します。こ

の事業は地域農業の発展に加え、地域住民の暮らしの安全を確保するため

の大切な役割を担っています。地域を支える重要な施設の改修を実施する

ことで、事業に対する地元住民からの期待も大きく、やりがいを感じます。

改修工事の実施に当たり、地域の豊かな自然環境を守るため、生態系・

生物多様性の保全に配慮しています。この取組の一つとして、関係機関と

連携して地域の小学生を対象とした環境イベントを開催しています。これ

まで、保全対象として工事範囲に群生するハマナスの移植活動等を実施

しましたが、小学生の活気にあふれる姿に元気が湧いてきます。地域に

最も近い機関として、地域住民や関係機関と一体となり事業を推進する

ことは、現場の最前線である国営事業所が担う重要な役割であると再認

識しました。

M E S S A G E

水揚げ日本一！
魚の味なら負けません！

この地のアピールポイント

静岡県焼津市

海の幸と山の幸の二刀流！！

この地のアピールポイント

岩手県

もっちり加賀れんこんが美味！

この地のアピールポイント

石川県河北潟周辺

Q 出向先での仕事の内容、役割、やりがい Q 出向先でのエピソード

角谷 佳晃

静岡県焼津市経済部次長
平成30年入省／総合職法律
法学部

焼津市といえば「さかなのまち」として有名ですが、水産業に限らず、農

林水産業や商工観光業の振興などの経済政策、さらには移住定住、ふる

さと納税など、市政の幅広い業務を担当しています。

大きな決断を求められることも多いですし、現場に近い分、厳しい意見

を頂くことも多いですが、物価高や人手不足など、事業環境が年々厳しく

なっていくなかで、このまちの産業は今後どうあるべきか、このまちの姿

はどうあるべきかを日々考え、施策を企画・実行していけることが醍醐

味です。

赴任してからまだ半年ですが、年間100事業者を目標に、50事業者以上

を訪問し、意見交換を重ねてきました。これまでの限られた現場視察か

ら見えていた現場像と、実際の現場にはかなり違いがあると痛感し、反

省の毎日です。

20代で部長級の職を拝命したこともあり、最初は大変なことも多かった

ですが、最近は、メディア出演などで顔が売れたからか、まちの人から声

をかけていただいたり、応援していただいたりすることが増えました。市

民の皆様の期待に応えられるよう、これからも頑張っていきたいです。

M E S S A G E

日本にはたくさんの「まち」があり、そのまちに暮らし、そのまちを愛する人がいる一方で、その多くが危機に瀕しています。地域が自立して存

続し続けるためには、地域経済を強化する必要があり、そのためにも、多くのまちで産業の「核」となっている農林水産業の振興が不可欠だ

と、地方に出向して改めて実感します。農林水産省は、農林水産業の振興を通じて、日本の将来を見据えて、地域の在り方を現場目線で考

え、政策を実行できる職場です。ぜひ、説明会などでその魅力に触れてください。

私は、学生時代に北陸農政局が実施する国営事業の工事現場を見学した際、大規模で地域住民の大きな期待を背負った工事現場に感銘を受

けました。私も農林水産省に入省し、大規模な事業に携わりたいと強く思い、入省を希望しました。入省後の北陸農政局での仕事では、私が

学生時代に思い描いた大規模かつ地域の農業には不可欠な事業に携わることができています。地域住民の大きな期待を背負う、やりがいの

ある仕事ができる職場です。みなさんと一緒に仕事ができることを楽しみにしています。

「食べることは生きること」という言葉があります。「食」を支える使命を持った農林水産省の業務は多岐にわたります。それはつまり自分に

合う仕事が必ずある、ということでもあると思います。そのどれもが華やかな業務ではないかもしれませんが、すべては食を支えるということ

に繋がっています。と、壮大なことを書きましたが、「食べることが好き」というシンプルな理由で選んだ私も充実した毎日を過ごせているの

で、あまり気負わずに農林水産省を選んでいただければ幸いです。

Q 地方勤務先での仕事の内容、役割、やりがい Q 地方勤務先でのエピソード

佐野 新

東北農政局岩手県拠点係員
平成29年入省／一般職行政
人文学類

岩手県南地区11市町の現場（事業者、行政、農協など）と農政をつなぐ

業務を担っています。実際に現場に出向き、自治体へ政策や予算の説明

をしたり、農家の方から要望を聞き取ったりすること、そして現場で得た

情報を省内に共有することが主な業務内容です。こう書くと地味にも見

えますが（実際、私も着任するまではそういうイメージでした）、常に省

外の人を相手とし、状況に適した臨機応変な対応が求められる県拠点業

務は、難しい反面やりごたえもあります。

仕事帰りに近所のスーパーで買い物をした際、その日訪問し意見交換を

した地元JAが卸した野菜が目につくことがあります。何気ないことです

が、今日の仕事がまわりまわって今手元にあるのだなと思うと少し感慨

深くなります。このように県拠点での業務は、現場との距離が近い分、自

らの仕事が社会に対してどのように影響するのかを感じやすいです。仕

事の内容や結果を自分事として考えられるというのは、仕事のモチベー

ションアップにも繋がることだと思います。

M E S S A G E

地方勤務L o c a l  w o r k
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ナショナルパークの美しさ

この地のアピールポイント

アメリカ

Q 留学先での勉強内容、やりがい Q 留学先でのエピソード

吉田 有璃

コロンビア大学公共政策大学院
平成30年入省／総合職経済
法学部

コロンビア大学公共政策大学院で、環境政策を専攻しています。80を超

える国・地域出身の、様々なバックグラウンドを持つ留学生に囲まれな

がら、各国政府・自治体の環境政策の有効性について、統計ツールを用

いて定量的に分析するとともに、米国・国際社会における持続可能な農

業に向けた近年の政策的取組や、農業・環境分野の外交等を学んでいま

す。さらに、国連代表部でのインターンにて、農業・環境分野の国連決議

案交渉に携わることができました。こうした経験は、日本や世界の食・農

林水産政策を多角的な視点で見つめ直す貴重な機会となっています。

ニューヨークは多様性に富んだ街です。様々な人種、民族、宗教、文化的

背景を持つ人々が共存し、その多様性への受容度が高いと感じていま

す。例えば、大学での友人とのディスカッションや街中でのデモを通じ

て、異なる文化や価値観が交わる環境を日常的に経験しています。また、

日々の食事では、ベジタリアン料理をはじめ、プロテイン種類の選択、ハ

ラールフード専用のフードトラックなど、多様な食のニーズに応える場が

充実しています。これらは、日本の食品事業者が多様な食事制限に対応

する際に大いに参考になると考えています。

M E S S A G E

Q 出向先での仕事の内容、役割、やりがい Q 出向先でのエピソード

河上 浩明

在スロベニア日本国大使館二等書記官
平成24年入省／一般職行政
法学部

政務・経済班の一員として、主に日本と日系企業に役立つ情報の収集や

スロベニア政府との交渉を行っています。例えばEUによる日本産食品の

輸入規制撤廃に先立ち、EUの中から日本を応援してもらうべく、農業省

へ何度も働きかけを行いました。基本的に日本は分野を問わず信頼に足

る相手と認知されており、そのことに何度も励まされています。また、広

報・文化活動業務にも携わっており、現地の日本ファンと交流する機会が

あるのは励みになります。

日本食を取り扱う現地事業者も多く、日系企業だけでなく彼らの力にな

ることにもやりがいを感じています。スロベニア産生ハムは最近日本市

場にも参入しているので試してみてください。

日本ファンとの交流では、広報・文化イベントで子どもたち向けに紙芝居

「いもころがし」をした際の反響や、「日本は大好きでいつか行きたいが

実際に日本人と話すのは初めて」とはしゃいでいた学生さんが印象的で

した。日本ファンの期待にこたえるべく、邦画、アニメや漫画をチェック

するようになりました。

M E S S A G E

海山の自然

この地のアピールポイント

スロベニア

Q 出向先での仕事の内容、役割、やりがい Q 出向先でのエピソード

鈴木 学

植物新品種保護国際同盟（UPOV）
平成12年入省／Ⅰ種農芸化学
農学部
※前列右端が本人

U P OV条約は新品種育成に投資した育種家の権利を守るものです。条

約加入の意義を伝えるセミナー、加盟国や業界向けサービスの開発普

及、総会部会の準備運営を行います。クライアントである各国政府・業

界を相手に多岐で専門的な業務を10数名のスタッフで効率的に遂行し

ます。個人の知識・能力、チームワークが鍵でオフィサーとして責任を

感じます。2023年秋UPOV e - PVPという今後の柱となるデジタルサー

ビスをアジア発で開始できたことは感無量でした。

条約加入の意義は何か？－これをわかりやすく伝えるため、ベトナム

（2006年加盟）の事例をビデオにして配信することにしました。ストー

リーの企画からインタビュー、撮影編集のディレクターまで全て人生初

でしたが、撮影チームや専門家との真剣なやり取りを通して、UPOV制度

が実際に社会や個人レベルでいかに役に立っているかを自らの目で確認

し、それをYoutube配信できたことは貴重な経験です。

M E S S A G E

山と湖と伝統の国

この地のアピールポイント

スイス

大きな舞台で日本を背負う
世界をリードする仕事を

海外勤務G l o b a l  w o r k

28 29

農林水産省の魅力は、「食・農林水産業」という共通テーマのもと、霞が関、地方、世界と活躍の場が多岐にわたっている点だと思います。私

は、国際機関への出向や国際交渉担当者として活躍することを目標に掲げ、その最初のステップとして留学を決意しました。今後は、留学先で

学んだ理論や政策立案手法を活かし、それらを語学力と共に国内政策に応用していきたいと考えています。皆さんも、自身のキャリアパスを

意識し、ぜひ省内の様々な方の意見や経験を伺ってみてください！

幅広い分野で農業科学の知見を活かしながら、農業をイノベーションで元気にしたい、アイデアを持って努力した人が報われる世の中にした

い、そんな思いで働いています。国際的なスタンダードやマインドも日本に取り込んでいきましょう。個人の様々な能力や積極性が結果を左右

することもありますが、やりがいはあります。現状把握・分析、提案、調整、実行力、語学、マインドセットなどまだまだ成長していきたいと

思っています。

農林水産省は日本の第一次産業を支え国民を養う責務を負った唯一無二の省庁で、業務においては非常に幅広い分野で経験を積むことがで

きます。得意分野を持つことはとても大切ですが、こだわりすぎずオープンに、知らないことや不便を楽しむつもりでいれば、農林水産省での

毎日はとても楽しいものになると思います。海外にいると日本食を一層おいしく感じるように、現状認識は経験次第です。様々な経験を与え

てくれる農林水産省はキャリアを築くにふさわしいフィールドではないでしょうか。
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農林水産省では、一人一人が職務遂行に当たり必要となる能力を身につけるた

めの各種研修を用意しています。例えば、農林水産業の実情を経験し、ミクロ

な視点を身につけるため、本省に在籍する入省２年目の職員等を全国各地の農

家・漁家のもとに約１か月間派遣する「農村研修」があります。また、国際関係

の業務も多いため、英語や中国語等の語学研修や人事院の長期在外研究員制

度等を利用した海外留学にも積極的に送り出しています。

オリーブの生産からオイルの販売まで６次産業化

を実現している香川県小豆島の農園で１か月間、オ

リーブの収穫作業等を行いました。現場ならではの

工夫や課題を間近に見るとともに、農家さんや地

域の関係者の皆様と密に交流することで地域への

愛着も湧き、デスクワークだけでなく様々な「現

場」を見る重要性を感じる貴重な経験となりまし

た。

第1子が生まれてから、育児休業等を1か月半ほど

取得しました。育児休業を取得する先輩職員が増

えてきていることから、取得に当たってのハードル

はなく、上司や同じ班の職員が快く送り出してくだ

さったため、育児に専念することができ、貴重な経

験となりました。

育児休業復帰後は育児時間制度を利用し、１時間

退庁時間を早め、仕事と育児の両立をしています。

子どもとの時間も大切にしながら、仕事も計画的・

効率的に取り組むよう心掛けるようになりました。

職場には子育て中の同僚も多く、制度が活用しや

すい環境でありがたいです。

利用者の声

研修制度

農林水産省では、こどもが生まれた男性職員が「育児に伴う休暇・休業を１か

月以上」取得することを推進しています。配偶者の入退院の付き添いや育児参

加等のために取得可能な「男の産休」と呼ばれる「配偶者出産休暇」及び「育

児参加のための休暇」や、通常の育児休業とは別に、子の出産の日から57日間

以内に２回取得可能な「産後パパ育休制度」があり、男性の育休取得率は

72.2％となっています。

利用者の声

男の産休制度、産後パパ育休制度

出産時の産休や子どもが３歳になる日までに一定期間取得できる育児休業に加

え、小学生になる前までに、１日の勤務時間の一部を勤務しないことができる

「育児時間」という制度もあります。この制度では、勤務時間の始めまたは終わ

りに、１日につき２時間以内での取得が可能となっています。また、農林水産省

本省では、庁舎敷地内に保育所を開設しており、育児休業復帰後も仕事と生活

を両立しながら活躍できる環境づくりに努めています。

利用者の声

育児休業・育児時間制度、保育室

誰もが輝ける職場を目指して

採用実績

農林水産省は若手の成長を応援しており、様々な研修を用意しています。

また、産前産後休暇や育児休業に加え、フレックスタイム制やテレワークの推進など、

個々の事情に合わせて働き方も柔軟な選択が可能になっています。

PICKUP 働く環境

安村 真由子 大臣官房秘書課係長／令和３年入省 総合職政治・国際 経営管理研究科

大澤 嘉騎 農産局穀物課係長／令和２年入省 総合職教養 法学部

渡辺 夏奈子 大臣官房秘書課係長／平成28年入省 一般職行政 応用生物科学部

一般職事務系（社会人採用）

一般職技術系（社会人採用）

総合職技術系（社会人採用）

総合職事務系（社会人採用）

一般職事務系（高卒程度）

一般職技術系（高卒程度）

一般職事務系（大卒程度）

総合職事務系

総合職技術系

政治・国際・人文

法律

経済

教養

行政

法務

総合職事務系合計

人間科学

デジタル

工学

数理科学・物理・地球科学

化学・生物・薬学

農業科学・水産

農業農村工学

森林・自然環境

教養

獣医

総合職技術系合計

総合職合計

行政

デジタル・電気・電子

機械

土木

建築

物理

化学

農学

農業農村工学

林学

畜産

水産

一般職技術系（大卒程度）合計

一般職(大卒程度）合計

事務

技術

農業土木

林業

一般職技術系（高卒程度）合計

一般職(高卒程度）合計

経験者

選考

経験者

選考

選考

選考

社会人採用合計

2

5

2

5

1

0

15

0

15

93

108

175

0

2

3

0

0

11

77

29

69

19

14

224

399

12

0

18

25

43

55

0

4

3

8

94

40

149

0

0

2

1

6

35

18

16

（0）

（0）

（0）

（1）

（6）

（20）

（5）

（7）

0

3

2

0

1

46

18

16

（0）

（1）

（1）

（0）

（1）

（16）

（4）

（8）

1

1

2

0

5

49

19

17

（0）

（0）

（2）

（0）

（3）

（32）

（3）

（7）

3

9

3

10

1

0

26

0

17

103

129

176

2

1

3

0

0

8

75

28

75

24

17

233

409

11

1

16

27

44

55

1

12

1

6

99

32

151

4

7

1

12

6

0

30

0

21

115

145

204

4

1

3

0

2

8

84

29

79

34

18

262

466

13

0

23

34

57

70

0

8

1

13

159

47

228

※採用者数は、表の記載年度の前年度に実施した試験等により採用した人数

一般職技術系（大卒程度）

職種 試験区分

※（ ）内は院卒者試験による
　採用者数


